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10月のこよみ

1日　法の日
〃　労働衛生週間
始まる

〃∴赤い羽梗募金
始まる

3日　十五夜

4日　里親デー

9日　寒成

10日　体育の臼

〃　　目の愛護デー

14日　鉄道記念日

17日　貯蓄の日

〃∴家庭の日
21日　秋土用

23日　晴信抵謡記念
日

24日　鶏降

26日　原子力の日

27日　露営週間始ま
る

町民　の動き

行詰日月0

遠
賀
町
防
音
新
庁
舎
着
工
ク

総
工
費
二
億
七
千
五
百
万
円
〃

二
年
間

経
過
し

て
お
り

北
九
州

市
の
衛

星
都
市

と
し
て

説
い
た
し
ま
し
た
。

明
る
い
う
つ
わ
の
中
に
は
明
る
い
吏

員
を
、
こ
れ
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

人
心
を
一
新
し
て
町
民
の
皆
梗
方
の
た

め
奉
仕
の
翻
神
で
町
行
政
に
精
進
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
新
庁
舎
の
敷
地
は
四
、
六
四

〇
坪
（
国
道
三
号
線
西
川
橘
よ
り
五
十

メ
ー
ト
ル
北
入
り
）
建
坪
七
百
坪
二
勝

建
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
モ
タ
ン
な

防
音
庁
舎
で
す
。

一
膳
は
、
襲
萎
、
町
長
室
、
助
役

室
、
応
接
室
、
収
入
役
塞
、
設
計
製
図

室
、
謹
厨
、
関
宮
室
、
検
診
室
、
住
民

相
談
室
、
擾
室
、
撥
械
室
な
ど
、
商

は
、
議
場
、
正
副
襲
塞
、
讃
会
疎
湾

屈
、
憩
員
接
華
教
育
委
貴
会
、
大
会

蓮
華
小
会
馨
（
四
室
）
な
ど
で
庁

舎
は
一
億
四
千
三
百
万
円
総
工
鼓
二
億

七
千
五
百
万
円
で
四
十
七
隻
一
一
月
末
竣

工
し
見
掬
な
威
容
を
あ
ら
わ
す
で
し
ょ

う。

契
約
業
者

一
、
建
築
主
体
工
事

岡
崎
工
裳
K
K
、
契
約
額
九
千
五
百

五
十
五
万
円
。

≒
給
排
水
衛
生
設
備
工
事

三
光
冷
凍
工
業
K
K
、
契
約
額
二
千

二
百
五
万
六
千
円
。

三
、
電
気
工
裏

山
階
位
気
工
疎
K
K
、
契
約
繍
二
千

二
百
七
十
八
万
円
。

四
、
亀
諒
工
事

朝
日
憾
話
工
部
K
K
、
契
約
額
三
百

九万円。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
／

間
和
国
十
八
毎
度
赤
い
羽
根
共
同
募

金
が
十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
こ
の
萎
蓮
動
も
本
年
三
十
五

年
日
を
迎
え
町
民
皆
様
方
の
深
い
ご
理

解
し
」
力
強
い
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
っ
て

福
祉
増
進
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て

ま
い
り
ま
し
た
こ
と
深
く
感
謝
い
た
し

ます。本
年
睦
の
共
同
募
金
を
福
祉
施
設
の

整
備
、
心
身
障
害
児
（
薯
）
な
ど
の
攫

頭
金
と
し
て
町
民
皆
さ
ま
の
ご
援
助

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
遠
謡
町
は
、
急
激
な
人
口
増
と
郎
移
　
急
追
の
折
財
源
確
保
或
は
用
地
取
得
な

の
槌
雄
化
で
手
ぜ
ま
だ
上
に
採
光
も
態
　
ど
多
難
な
問
題
か
あ
り
ま
し
た
が
、
前

く
蒋
務
能
率
が
い
ち
ぢ
る
し
く
低
下
し
　
小
用
町
長
並
び
に
議
会
の
こ
努
力
と
防

て
ま
い
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
街
庁
を
は
じ
め
冬
関
係
機
関
の
ご
協
力

空
窮
策
に
つ
き
ま
し
て
は
町
財
政
∴
喜
忍
て
こ
の
た
び
新
庁
舎
の
建
設
が
実

心
配
ご
と
及
び
行
政
合
同

相
談
日
の
お
知
ら
せ

日
時
　
十
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
②
行
政
相
談
　
役
所
の
仕
謡
に

午
後
一
時
～
四
時
　
　
　
　
　
つ
い
て
の
薔
憶
等

場
所
公
民
館
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
枯
淡
只
民
生
委
員
、
保
護
司
、
人

内
容
　
①
心
配
ご
と
、
生
活
著
、
仕
　
権
賓
、
他

部
、
家
庭
、
児
童
、
教
育
、
　
。
相
談
内
容
は
公
表
い
た
し
ま
せ

母
少
年
、
老
人
間
題
等
　
　
　
　
　
ん
。
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行
政
相
談
の
す
ず
め

＜
こ
う
い
う
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
∨

役
所
の
仕
謡
に
つ
い
て

▼
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

▼
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た

▼
納
得
で
き
な
い

▼
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

▼
こ
う
し
て
は
し
い

な
ど
、
役
所
に
対
す
る
苦
傍
や
、
相

談
や
、
慈
鬼
が
あ
る
が
、
ど
う
も
関
係

の
役
所
に
は
申
し
出
に
く
い
と
か
、
ど

こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か
ち
な
い

と
い
う
方
は
、
気
軽
に
地
元
の
行
政
相

談
委
員
か
、
行
政
監
察
局
の
行
政
相
談

所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

取
扱
い
は
無
料
で
す
。
自
分
の
名
前

を
出
し
た
く
な
い
方
、
申
し
出
の
内
容

を
秘
密
に
さ
れ
た
い
方
は
、
こ
希
望
に

そ
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

∧
こ
う
い
う
も
の
を
扱
い

ます∨

役
所
の
佳
節
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
行
政
相
談
で
扱
う
の
は
、
園
の

役
所
の
任
那
を
は
じ
め
と
し
て
、
国

鉄
、
鐙
々
公
社
、
専
売
公
社
、
公
団
、

公
駆
、
砿
薬
園
な
ど
の
よ
う
に
、
国
か

ら
特
別
の
整
う
げ
で
い
る
法
人
の

仕
謡
、
あ
る
い
は
、
都
道
府
県
や
市
町

村
な
ど
の
佳
節
の
う
ち
で
、
国
か
ら
任

せ
ら
れ
た
り
、
補
助
金
そ
っ
け
た
り
し

て
行
な
っ
て
い
る
仕
密
に
つ
い
て
の
苦

櫨
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
い
ま
し
て
も
、

い
ざ
具
体
的
な
苦
佑
と
な
り
ま
す
と
、

園
と
関
係
の
あ
る
任
那
か
ど
う
か
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
と
き
は
、
と
に
か
く
お
申
し
出

に
な
る
こ
と
を
お
す
ず
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、
捜
査
に
新
手
し
て
い
る
刑

珊
轟
件
、
裁
判
中
の
も
の
や
判
決
の
あ

っ
た
も
の
、
私
人
閲
の
多
い
こ
と
、
政

治
問
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
は
取

り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
点
あ
ち
か

じ
め
ど
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

＜
こ
う
し
て
申
し
出
ま
し

ょ
う
∨

お
申
し
出
は
、
直
撰
口
頭
で
な
さ
る

こ
し
喜
お
す
ず
め
し
ま
す
が
、
率
な

も
の
は
、
手
練
で
も
、
笹
話
で
も
結
構

です。＜
行
政
相
投
委
員
へ
申
し

出
ら
れ
る
方
に
∨

行
政
相
談
豪
農
は
、
民
間
の
有
識
者

の
中
か
ら
、
行
政
管
理
庁
長
官
が
委
嘱

し
て
い
る
も
の
で
、
全
国
の
市
町
村
に

原
則
と
し
て
一
名
ず
つ
騒
か
れ
て
い
ま

す
。
委
員
は
、
自
宅
で
相
談
を
受
け
付

け
る
ほ
か
、
公
民
館
な
ど
で
定
期
的
に

相
談
所
を
閑
い
た
り
、
巡
回
し
て
相
談

を
受
け
た
り
、
あ
る
い
は
、
市
町
村
な

ど
と
共
同
で
相
談
所
を
設
け
た
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

委
員
は
、
申
し
出
ら
れ
た
方
々
の
相

談
相
手
と
な
っ
て
、
手
続
を
お
教
え
し

た
り
、
相
談
の
内
容
を
園
の
役
所
に
通

知
し
て
解
決
を
促
し
。
ま
た
、
県
や
市

町
村
の
仕
都
に
つ
い
て
は
、
相
談
の
内

容
を
連
絡
し
て
解
決
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
と

か
、
役
所
の
処
理
が
適
正
で
な
い
と
思

わ
れ
る
と
き
は
、
行
政
監
察
局
に
通
知

し
て
、
検
討
や
あ
っ
せ
ん
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
遠
賀
町
行
政
相
談
鼠

遼
賀
町
大
字
尾
崎
高
崎
博
愛

∧
行
政
監
察
局
の
行
政
相

談
所
へ
申
し
出
ら
れ
る

方に∨

行
政
監
察
局
で
は
、
庁
舎
内
に
設
け

て
あ
る
行
政
相
談
所
で
相
談
を
受
け
る

ほ
か
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
定
例
や
臨
時

の
行
政
相
談
所
を
閑
い
た
り
、
各
地
を

ま
わ
っ
て
巡
回
行
政
相
談
所
を
設
け
た

り
、
ま
た
は
、
他
の
役
所
と
共
同
で
相

談
所
を
浸
け
た
り
し
て
、
相
談
の
受
付

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さい。行
政
監
察
局
は
、
申
出
人
と
相
手
の

役
所
と
の
間
に
立
っ
て
、
申
し
出
を
き

れ
た
方
の
主
張
と
そ
れ
に
対
す
る
役
所

側
の
説
明
を
き
い
て
、
第
三
者
の
立
場

か
ら
検
討
を
行
な
い
、
申
し
出
に
理
由

が
あ
る
と
わ
か
れ
ば
、
そ
の
役
所
に
対

し
て
、
適
切
な
緒
随
を
す
る
よ
う
に
促

し
ま
す
。
ま
た
、
役
所
の
や
り
方
に
無

理
が
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
そ
の
郊
情
を
、
申
し
出
た
方
に
説

明
し
ま
す
。

こ
う
し
て
取
り
扱
っ
た
相
談
は
、
昭

和
四
十
五
年
度
に
は
、
二
五
、
8

三
件
（
委
員
分
を
含
む
）
も
あ
り
ま
し

た。

行
政
管
理
庁

昭
和
四
十
七
年
一
月
か
ら

児
童
手
当
制
度
実
施

家
庭
と
こ
と
も
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に

一
、
児
童
手
当
制
度
と
は

児
盛
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い

で
あ
り
、
家
庭
と
社
会
が
と
も
ど
も
に

児
轟
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
児
亜
手
当
法
が
生
ま
れ
、
待
望
の

児
亜
手
当
制
度
が
い
よ
い
よ
昭
和
四
十

七
年
一
月
か
ち
発
足
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
因
・
都
逆
府
県
・
市

区
町
村
と
護
主
が
費
用
を
持
ち
あ

い
、
児
轟
を
黍
商
す
る
人
に
児
亜
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生

活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児

逆
の
健
全
育
成
・
次
質
向
上
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

二
、
児
童
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
は

児
亜
手
当
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
日
本
国
民
が
、
次
の
要
件
に
あ
て

は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す。用
　
十
八
般
未
満
の
児
車
を
二
人
以
上

蕃
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人

以
上
が
義
務
教
育
終
了
前
（
当
初
は

五
歳
未
満
）
の
児
蓬
で
あ
る
こ
と
。

㈲
　
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
、
一
定

の
額
（
扶
養
親
族
が
五
人
の
場
合
二

百
万
円
）
に
満
た
な
い
こ
と
。

な
お
；
」
の
児
遜
手
当
は
、
各
種
の

福
祉
年
金
か
児
藤
扶
養
手
当
な
ど
を
受

け
て
い
る
人
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
、
児
童
手
当
の
頬
は

児
遜
手
当
の
月
額
は
、
三
人
以
上
の

児
藍
の
う
ち
、
出
生
煩
に
か
ぞ
え
て
三

人
目
以
降
の
児
轟
で
、
謹
韻
語
終
了

前
（
当
初
は
五
歳
未
満
）
の
も
の
一
人

に
つ
き
三
、
0
0
つ
円
で
す
、

当
初
の
支
給
月
類
例

（
＜
V
の
数
が
三
、
8
0
円
に

か
け
る
数
に
な
り
ま
す
。
）

児
轟
が
八
肇
七
擦
＜
四
歳
）
、

＜
三
歳
V
の
四
人
の
拙
合

三
、
0
0
0
円
×
二
⊥
（
、
0
0
0
周

児
轟
が
十
六
腰
、
十
蔵
、
七
肇
へ

四
歳
＞
の
四
人
の
場
合

三
、
0
0
0
円
×
一
旦
二
、
0
0
0
円

児
斑
が
旧
蔵
、
三
接
、
＜
一
歳
）
の

三
人
の
場
合

三
、
0
0
0
円
×
一
＝
三
〇
〇
〇
問

四
、
児
童
手
当
を
受
け
る
た

め
の
手
続
き
は

児
亜
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に

は
、
町
長
に
認
定
請
求
高
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
児
韮
手
当

を
担
当
の
社
会
係
に
申
し
で
て
く
た
さ

い
。
（
受
付
は
十
一
月
一
日
間
始
予

定）
な
お
、
公
務
員
と
三
公
社
に
勤
め
て

い
る
方
は
、
勤
め
先
に
申
し
で
て
く
だ

さい。五
、
児
童
手
当
の
支
給
は

児
怒
手
当
は
、
町
長
が
支
給
を
受
け

る
資
格
が
あ
る
と
認
定
し
た
人
に
対
し

て
、
昭
和
四
十
七
年
の
一
月
分
と
二
月

分
を
二
月
に
支
払
い
ま
す
．

な
お
、
そ
の
後
は
毎
年
度
∴
（
月
、

十
月
、
二
月
の
三
回
に
分
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
前
月
ま
で
の
分
を
支
払
い
ま
す
。
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一
〇
〇
万
円
で
一
、
九
〇
〇
円
（
年
間
）

の
建
物
共
済
に
加
入
し
よ
う

る
親
善
、
車
輌
の
衝
突

三
、
共
済
掛
金

一
〇
万
円
で
一
九
〇
円
、
刀
単
位
で

加
入
で
き
ま
す
。

（
総
合
共
済
も
あ
り
ま
す
）

四
、
窓
　
口

町
役
場
経
済
課
で
受
付
け
て
お
り
ま

す。命
、
詳
細
は
区
長
、
生
産
組
合
員
、

農
薬
共
済
坪
価
委
貝
に
お
た
ず
ね
下
さ

食
膳
価
値
の
変
動
に
強
く
、
少
額

掛
金
で
建
物
相
域
に
対
応
で
き
る
、
短

期
共
済
で
心
の
琴
ち
ぎ
を
◆

三
、
接
種
時
間
（
各
区
囁
共
）

◎
午
前
の
郵
　
十
時
～
十
二
時

午
後
の
郵
　
十
四
時
～
十
六
時

四
、
接
種
料

学
童
　
乳
幼
児
　
二
六
〇
円

一
般
　
　
　
三
二
〇
円

（
一
名
一
回
）

※
生
活
保
襲
産
の
方
は
受
給
券
及
び
一

等
割
以
下
の
方
は
税
務
係
で
証
明
を

受
け
街
隼
係
に
申
出
下
さ
い
。
熊
村

問
診
幕
を
発
行
し
ま
す
。

定
期
予
防
接
穂

（
三
種
混
合
）
実
施

、
第
二
回
目
　
十
月
二
十
六
日

印
鑑
を
発
っ
て
衛
生
係
へ
お
い
で
下
　
二
、
堪
所
　
公
民
館
ホ
ー
ル

さ
い
。
又
、
鴬
一
里
の
所
得
割
が
均
　
三
、
時
　
間
　
十
四
時
～
十
五
時

危
険
物
改
正
法
令
説
明
会
及
び
危
険
物
取
扱

者
受
験
準
備
講
習
会
の
お
知
ら
せ

一
、
該
当
者

⊥
　
今
ま
で
の
常
道
恩
給
、
一
時
恩

給
の
受
給
権
者
を
除
き
ま
す
。

2
　
実
在
職
三
年
以
上
七
年
末
満
の

下
士
官
以
上
で
、
下
士
官
以
上
と

し
て
の
在
職
期
間
が
一
年
以
上
の

者。
3
　
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

4
　
昭
和
五
十
一
二
年
九
月
三
十
日
が

時
効
で
す
。

5
　
請
求
手
続
等
は
役
場
住
民
課
社

会
係
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

○
危
険
物
改
正
法
令
説
明
会

消
防
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
そ
れ
に

伴
な
い
防
火
管
理
の
破
廣
危
険
物
保
安

の
確
保
な
ど
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
た
の

で
、
改
正
法
令
説
明
会
を
下
記
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
関
係
者
は
是
非
参

加
し
て
下
さ
い
。
己

一
、
日
時
　
昭
和
四
十
六
年
十
月
十
六

日
（
土
）
九
時
三
十
分
～

十
三
時

二
、
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

○
受
験
準
備
講
習
会

昭
和
四
十
六
年
廃
第
二
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
（
試
験
日
昭
和
四
十
六
年
十

一
月
十
四
日
）
に
伴
な
う
講
習
会
が
下

記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

一
定
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
又
は
取
り

扱
い
を
す
る
班
会
は
、
危
険
物
取
般
若

の
免
状
が
必
要
で
す
。
こ
の
取
扱
者
に

つ
い
て
は
新
た
に
丙
種
敵
襲
免
状
が

浸
け
ら
れ
る
等
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
注
惑
し
て
下
さ
い
。

．○○

一
、
日
時
∴
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
七

日
（
日
）
八
時
三
十
時
～

十
七
時

二
、
場
所
　
芦
屋
町
民
会
館
ホ
ー
ル

三
、
受
付
　
昭
和
四
十
六
年
十
月
十
八

日
～
同
月
二
十
三
日

詳
細
に
つ
い
て
は
遼
蛮
郡
消
防
本
部

予
防
課
（
〇
九
三
⊥
（
九
－
三
〇
〇

ご
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金

婦
人
ガ
ン
検
診
実
施
に
つ
い
て

九
月
の
町
韻
に
て
お
し
ら
せ
し
ま
し

た
よ
う
に
子
宮
ガ
ン
の
検
診
申
込
を
受

付
け
て
お
り
ま
す
が
余
り
に
申
込
者
が

少
な
い
の
で
二
十
日
の
検
診
日
ま
で
申

込
を
受
付
け
ま
す
の
で
通
知
し
ま
す
。

ガ
ン
の
予
防
は
早
期
検
診
に
よ
り
発

見
す
る
以
外
に
現
在
は
方
法
が
あ
り
ま

子
宮
ガ
ン
検
診
実
施

「
日
時
　
十
月
二
十
日十
時
～
十
二
時

一
、
場
所
　
役
場
公
民
館
前

一
、
料
金
　
五
8
円

※
綾
診
こ
楽
聖
の
方
は
料
金
を
添
え

衛
生
係
に
申
込
み
下
さ
い
。

せ
ん
。
何
ら
か
の
症
状
が
出
て
か
ら
で

は
お
そ
い
の
で
す
。

最
低
年
に
二
回
は
検
診
を
っ
け
て
下

さい。検
診
実
施
日
　
十
月
二
十
日

時
　
　
間
午
前
十
時
～
十
一
時

場
　
　
所
　
公
民
館
前
広
場

〝
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
〟

一
、
期
間
十
月
二
十
日
－
十
二
月

十
日

二
、
場
所
広
　
漠
青
柳
医
院

別
　
府
　
古
都
医
院

遠
賀
川
　
香
取
医
院

今
古
賀
　
村
田
医
院

十
月
一
日
～
十
月
三
十
百
（
郵
便

貯
金
奨
励
遊
動
月
間
）
、
お
預
り
し

て
い
る
郵
便
貯
金
は
、
あ
な
た
の
お

そ
ば
で
凍
薗
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
郵
便
貯
金
が
、
八
兆
円

を
こ
え
ま
し
た
。
こ
ん
な
大
き
な
お
金

が
、
み
な
さ
ん
の
生
活
に
関
係
の
深
い

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
家
や
団
地
、
い

つ
も
通
っ
て
い
る
橋
、
学
校
、
病
院
、

ハ
イ
ウ
エ
ー
、
新
幹
線
、
工
場
排
水
の

浄
化
処
撃
・
…
あ
な
た
の
お
そ
ば
で
、

明
る
い
町
づ
く
り
、
ゆ
た
か
な
村
づ
く

り
に
い
つ
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

十
月
十
七
日
は
貯
蓄
の
白
で
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

遼
暫
町
区
域
内
の
水
逆
メ
ー
タ
ー
検

針
員
を
賽
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

1
　
資
格
遠
賀
町
に
居
住
す
る
女
の
方

2
　
待
遇
勤
務
日
時
毎
月
約
1
5
日
間
、

支
給
額
一
〇
、
0
0
0
円
軽
度

※
詳
細
に
つ
い
て
は
遠
賀
町
役
場
内

串
間
水
道
出
張
所
に
お
問
合
せ
下

で
年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
さ
い
。

今

月

の

税

金

民
税
　
舘
三
期

納
期
十
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
い
た
し
ま
し
ょ
う
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『
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

心
得
て
お
き
た
い
こ
と
』

社
団
法
人
福
岡
県
交
通
事
故
被
害
者
協
会

交
通
密
教
に
つ
い
て
、
他
人
謡
の
よ

う
に
思
い
、
自
分
は
注
意
を
し
て
お
る

の
で
安
心
だ
、
絶
対
に
疎
放
に
あ
わ
な

い
と
平
素
考
え
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
自
分
は
充
分
注
悪
を

し
て
い
て
も
相
手
方
の
不
注
惑
、
過
失

或
は
不
可
抗
力
と
思
わ
れ
る
状
態
の
疎

放
に
よ
っ
て
、
一
瞬
の
う
ち
に
悲
珍
な

輪
禍
の
苦
し
み
に
お
ち
い
る
揚
合
の
多

い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
万
一
謡
故
に
あ

っ
た
撞
合
の
こ
と
を
考
え
て
心
愁
て
お

き
た
い
と
下
語
に
筒
単
に
述
べ
ま
し
た

の
で
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

己

－
傷
害
の
程
度
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

必
ず
農
事
の
密
寮
費
に
届
け
出
る
こ

と。
I
警
容
薯
の
疎
放
現
域
の
実
地
検
証

に
は
、
必
ず
関
係
者
が
立
ち
合
っ
こ

と。
Ⅲ
謡
故
に
対
す
る
額
雷
賠
償
の
解
決

を
す
る
た
め
加
重
署
と
示
談
を
す
る

前
に
、
先
づ
福
岡
県
の
交
通
駆
故
相

談
所
（
福
岡
県
庁
内
）
、
或
は
公
益

法
人
と
し
て
交
通
密
教
波
災
者
の
救

済
劇
薬
を
行
っ
て
お
る
当
脇
会
叉
は

信
用
あ
る
団
体
等
に
枯
淡
を
し
て
、

粛
鼓
処
理
に
つ
い
て
の
予
備
街
駿
を

つ
け
て
お
く
こ
と
。

Ⅳ
損
害
賠
償
に
つ
き
加
富
者
と
示
談

す
る
場
合

1
　
示
談
を
す
る
場
合
に
は
、
傷
害
の

治
癒
の
状
況
を
は
っ
き
り
見
極
て
か

ら
扱
終
的
話
し
合
い
に
入
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

2
－
頭
故
発
生
後
加
盛
暑
側
と
話
し
合

う
必
蓄
点
は
、
馨
し
当
っ
て
は

○
治
蜜
の
支
払
を
ど
の
よ
う
に
す

る
か

e
生
活
費
に
困
る
よ
う
な
勅
令
に

は
、
そ
の
生
猿
を
ど
う
し
て
く

れ
る
か

位
に
留
め
て
お
き
、
譲
の
た
め
出

費
し
た
経
理
は
、
細
大
も
ら
さ
ず
記

録
し
て
お
い
て
、
領
収
茸
の
と
れ
る

も
の
は
で
き
る
だ
け
と
っ
て
お
い
て

最
終
的
示
談
に
備
え
る
こ
と
。

3
　
示
談
の
交
渉
を
す
る
と
き
は
、
そ

の
相
手
方
を
た
し
か
め
て
抱
蕾
の
賠

償
責
任
者
を
相
手
と
す
る
こ
と
。

4
　
加
妓
署
の
賠
償
能
力
を
平
ら
掴
蚕

を
し
て
お
く
こ
と
。

5
　
加
重
署
が
強
制
保
険
及
び
任
意
保

険
に
加
入
し
て
お
る
か
ど
う
か
を
調

査
し
て
お
く
こ
と
。

6
　
賠
償
露
求
す
る
す
べ
て
の
損
雷

額
を
算
出
し
て
お
く
こ
と
。

1
　
強
制
保
険
の
保
険
金
は
、
示
談
に

含
め
る
か
ど
う
か
を
は
っ
き
り
し
て

お
く
こ
と
。

8
　
示
談
金
か
確
定
し
た
場
合
は
加
聾

者
（
保
険
契
約
者
）
が
加
入
し
て
お

る
任
悪
保
険
は
、
強
制
保
険
か
ら
支

払
わ
れ
る
金
額
に
不
足
す
る
分
に
つ

い
て
、
保
険
会
社
の
定
め
て
お
る
査

定
基
準
に
よ
り
査
定
の
上
、
保
険
金

警
決
定
し
て
加
害
者
に
支
払
わ
れ

る。
従
っ
て
強
制
保
険
か
ら
支
払
わ
れ

る
金
額
の
外
に
、
任
意
保
険
の
保
険

金
額
が
全
額
加
算
し
て
支
払
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

9
　
示
談
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
示

繁
若
作
り
双
方
一
過
あ
て
持
っ
て

お
く
こ
と
。

Ⅴ
加
淀
暑
側
と
の
示
談
か
成
立
せ

○
盛
簿
・
・
治
襲
日
数
一

日
に
つ
き
一
、
8
0
円

○
休
業
補
償
費
（
侠
薬
指
書

の
あ
る
場
合
）

一
日
に
つ
き
七
8
円

た
だ
し
七
8
円
以
上

の
休
業
損
が
証
明
で
き

る
場
合
一
日
に
つ
き
最

高
三
、
0
8
円
ま
で

の
後
遺
障
害
補
償

陣
書
の
程
度
に
応
じ
て
等
級

（
一
級
か
ら
一
四
級
ま
で
）

に
よ
り
一
人
に
つ
き

紋
…
五
8
万
円
ま
で

四
級
…
一
九
万
円
ま
で

2
　
仮
渡
金
制
度

被
害
者
は
、
損
害
賠
償
額
の
前
払

い
と
し
て
、
け
が
の
掲
合
一
人
に

つ
き
種
度
に
応
じ
て
一
万
円
、

万
円
、
一
〇
万
円
の
三
段
階
－

五死

亡
の
場
合
一
人
に
つ
き
五
〇
万
円

の
仮
渡
金
を
保
険
会
社
に
諦
求
で

きる。

3
　
内
払
金
制
度

被
害
者
は
、
治
積
が
長
ひ
い
て
そ

の
間
の
損
書
が
一
〇
万
円
以
上
に

な
っ
た
と
き
は
、
一
〇
万
円
刻
み

に
保
険
会
社
に
内
払
金
の
請
求
が

で
き
る
。
ま
た
加
害
者
も
諦
求
で

きる。

4
∴
ひ
き
逃
げ
な
ど
さ
れ
た
姥
合
の

ず
、
掴
告
賠
償
問
題
が
解
決
し
な
い

場
合

の
　
加
害
者
の
自
動
車
が
加
入
し
て
い

る
娼
麗
会
社
を
通
じ
て
、
自
動

車
算
定
会
査
定
政
務
所
に
被
害
者
か

ら
損
雷
賠
償
領
支
払
諦
講
を
提
出

し
、
直
接
調
書
す
る
こ
と
。
（
強

制保険）

1
　
強
制
保
険
の
韻
書
賠
償
額
の
内

容の
死
亡
に
よ
る
損
害

の
生
存
し
て
い
た
な
ら
ば
将

来
得
ら
れ
た
は
ず
の
収
入
、

葬
儀
費
、
遺
族
慰
謝
料
等
を

一
括
し
て
、
死
亡
者
一
人
に

つ
き
巌
高
五
8
万
円
ま
で

の
死
亡
す
る
ま
で
の
働
馨
に

よ
る
損
害
（
救
助
捜
索
費
、

治
癒
関
係
撃
治
療
期
間
中

の
休
業
補
償
費
）
、
一
人
に
　
㈲

つ
き
鼓
硫
五
〇
万
円
ま
で

㈹
傷
雷
に
上
る
韻
書

の
け
が
に
よ
る
接
客

救
助
捜
索
、
治
療
関
係
費
、

慰
謝
料
、
休
業
補
償
費
の
合

計
に
対
し
て
、
一
人
に
つ
き

藷
五
〇
万
円
ま
で

補
償
ひ
き
逃
げ
さ
れ
た
場
合
、
無
保
険

車
、
盗
難
車
等
に
ひ
か
れ
た
勘
合

は
、
法
律
に
よ
っ
て
政
府
が
補
償

し
ま
す
。
被
袈
署
の
請
求
は
ど
こ

の
韻
書
保
険
会
社
で
も
受
付
け
ま

す
。
（
た
だ
し
外
国
保
険
会
社
は

除く）

5
　
保
険
金
時
求
権
の
時
効

被
害
者
の
場
合
は
、
慨
故
が
起
こ

っ
て
か
ら
二
年
以
内
、
加
盛
暑
の

場
合
は
、
被
盛
暑
に
損
普
賠
償
の

支
払
を
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に

保
険
会
社
に
務
求
し
な
い
と
時
効

と
な
る
。
ひ
き
逃
げ
な
ど
の
場
合
も
、
疎

放
が
起
こ
っ
て
か
ら
二
年
で
す
。

後
遺
障
害
に
つ
い
て
は
、
後
遺

症
が
確
定
し
た
日
か
ら
二
年
で

す。閲
停
裁
判
に
つ
い
て

双
方
の
主
張
か
対
立
し
て
、
未
設
で

は
ど
う
し
て
も
解
決
し
な
い
と
言
っ

場
合
に
は
、
最
後
の
手
段
と
し
て
調

停
に
か
け
る
か
、
民
謡
訴
訟
に
薄
ち

こ
む
か
の
は
か
な
い
。

調
停
は
手
続
が
民
璃
諒
訟
と
比
較

し
て
簡
易
で
あ
り
、
短
期
間
に
し
か

も
少
額
の
費
用
で
解
決
が
得
ら
れ
る

等
の
利
点
が
あ
る
。
し
か
し
反
面
に

は
、
お
互
に
主
張
を
ま
け
な
い
掲
合

と
か
、
相
手
が
呼
び
出
し
に
応
じ
な

い
場
合
等
に
は
ゆ
き
づ
ま
る
こ
と
と

な
る
等
の
欠
点
も
あ
る
。

1
　
調
停
の
手
続

調
停
申
立
人
は
相
手
方
の
住
所
、

居
所
、
営
築
所
善
く
は
蜜
覇
の

所
在
地
素
読
輯
す
る
筒
易
裁
判

所
、
ま
た
は
当
率
者
が
合
憲
で
定

め
た
別
の
地
方
裁
判
所
若
く
は
簡

易
裁
判
所
に
間
借
申
立
蕊
（
正
本

一
遍
、
相
手
方
の
数
だ
け
の
副

本
）
に
申
立
手
数
料
を
規
則
の
定

め
る
一
定
額
の
印
練
を
貼
付
の
上

提
出
す
る
。

2
∴
成
立
の
効
果

当
麻
著
聞
に
合
意
が
成
立
し
、
こ

れ
を
調
容
に
韓
載
し
た
と
き
は
、

掴
侍
が
成
立
し
た
も
の
と
し
て
、

裁
判
上
の
和
解
と
同
一
の
効
果
を

有
す
る
。
従
っ
て
当
確
署
の
一
方

が
陶
停
条
項
を
履
行
し
な
い
燭
台

は
、
強
制
執
行
さ
れ
る
。

3
　
調
停
の
費
用

調
停
を
求
め
る
謡
項
の
価
格
一
〇

万
円
の
場
合
は
手
数
料
六
8

円
、
一
〇
万
円
か
ら
五
〇
万
円
未

満
一
万
円
毎
に
四
〇
四
、
五
〇
万

円
を
超
え
る
部
分
は
一
万
円
毎
に

二
〇
円
で
あ
る
。

㈲
　
民
謡
訴
訟
に
つ
い
て

民
郭
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
長
い
時
日

と
多
観
の
資
周
を
襲
す
る
の
で
、
な

る
べ
く
示
談
に
す
る
か
或
は
調
停
裁

判
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
埋
ま

し
い
が
、
や
蔓
得
な
い
場
合
は
弁

護
士
と
よ
く
話
し
合
い
の
上
、
赤
松

を
起
す
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

㈲
　
不
法
行
為
に
対
す
る
韻
書
賠
償
諦

求
橘
の
時
効
郵
政
が
起
こ
っ
て
か
ら

三
年
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
、
請

求
権
は
消
滅
す
る
。

Ⅵ
交
通
遺
児
の
育
萎
金
に
つ
い
て

は
、
遺
児
の
在
学
し
て
お
る
学
校
或

は
市
町
村
役
場
に
相
捺
し
て
下
さ

Ⅶ
交
通
謡
故
被
災
者
の
遺
族
の
生
活

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
福
祉
琳
務
所

又
は
市
町
村
役
場
に
相
談
し
て
下
さ

Ⅶ
交
通
部
故
の
頭
後
処
頭
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
楕
綬
丁
な
も
の
は
理
詰
に

て
差
支
え
な
い
の
で
、
福
岡
市
天
神

二
丁
目
八
番
四
十
九
号
福
岡
富
士
ビ

ル
内
社
団
法
人
福
岡
県
交
通
部
故
殺

富
者
協
会
（
密
語
〇
九
二
－
七
八
－

四
三
四
）
に
相
談
し
て
下
さ
い
。


